


























大学院入学試験問題用紙 
2023年度 2期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

リスク評価学 
食品安全健康学 専攻 

博士後期 課程 
  

I 超高齢化社会における医薬品ならびに機能性食品の意義について、具体的な対象疾患を例に挙げて、あなたの考えを述べなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



大学院入学試験問題用紙 
2023 年度 2 期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

生物化学 ①生化学 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 
  

問 下記の設問に答えなさい。 

 細胞内の代謝は⼤きく⼆つに分けられる。⼀つは⾷物を⼩分⼦に分解する（ 1 ）経路であり、もう⼀つはエネルギーを⽤いて

細胞構築⽤の分⼦を合成する（ 2 ）経路である。（ 1 ）経路では、酸素がなくても働く（ 3 ）と酸素がないと働かない（ 4 ）・

（ 5 ）の (a) 3 つの代謝経路がある。（ 3 ）や（ 4 ）は直接、ATP を産⽣するが、それ以外に（ 6 ）や（ 7 ）とい

う 2 種類の (b) 活性運搬体（エネルギー運搬体）も産⽣し、これらが（ 5 ）で (c) ⼤量の ATP 産⽣をもたらす。 

 

（1）空欄に⼊る適切な語句をそれぞれ答えなさい。 

  1          2          3          4           

  5          6          7          

 

（2）下線(a)について、それぞれの代謝経路（空欄 3、4、5）に関わる酵素が存在する細胞内の場所・部位を答えなさい。 

  3              4              5             

 

（3）波下線(b)について、それの運搬体はどのような形でエネルギーを運搬しているか答えなさい。 

                

 

（4）点下線(c)について、代謝経路（ 5 ）はどのようなメカニズムで⼤量の ATP を産⽣するのか、簡潔に説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

（5）下記の語句の中から 1 つ選び、その語句について簡潔に説明しなさい。なお選んだ語句は丸で囲みなさい。 

 

複製起点   テロメア   アンチコドン   リンカーDNA   サイレンシング 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



大学院入学試験問題用紙 
2023 年度 2 期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

生物化学 ②分子生物学 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 
  

次の問１～３について（  ）に入る語句を記入し、問４～６に答えよ。 
 
問１ 
アポトーシスの刺激によりミトコンドリアからは（        ）の放出が起こり、カスパーゼのカスケード反応が起こる。 
  
 
問２ 
細胞周期が止められなくなるとがん化を引き起こすが、細胞周期のチェックポイントで特に重要であるのは（      ）期から
（       ）期への移行である。 
 
 
問３ 
細胞内消化は主にリソソソームで行われるが、リソソームのpHは加水分解酵素が働くように（        ）に保たれる。 
細胞には老廃物を分解し、その結果出てくるアミノ酸などを再利用する（        ）という機構が存在する。 
 
 
問４ 
がん細胞の特徴は何か、簡単に説明せよ。 
 
 
 
 
 
 
問５ 
真核生物のほとんどのタンパク質は細胞質で合成される。合成されたタンパク分子には、シグナル配列と呼ばれる15～60個のアミノ酸配
列があり、タンパク質を適切な場所へ誘導している。このシグナル配列の特徴を述べよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
問６ 
Aさんはパンデミックを引き起こすウィルスに感染した疑いがあり、病院でPCR検査を受けることになった。どのような方法でウィルスが
検出できるかを簡単に述べよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 



大学院入学試験問題用紙  
2023 年度 2 期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

生物化学 ③有機化学 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 

  

 

1. 次の化合物 Aの不斉中心を○で囲み、それぞれの立体配置が Rか Sかを示しなさい。 

 

化合物 A 

 

 

 

 

 

 

 

2. 電子の流れを示す矢印を加え、化合物 1 と化合物 2から化合物 3を生じる反応の機構を完成させなさい。また、化合物 3において矢印で

示された電子の流れから、化合物 3からの反応生成物を予想しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 以下に示す 3−ホスホグリセリン酸からセリンへの生体変換反応において、A、B、C、D 、E、および、F、それぞれに該当する

すべての物質を下の語句群から選び、反応式を完成させなさい。なお、必要な場合には、同じ物質を何度使用してもかまわない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ans. 

A                       B                    C                   D      
 
E                       F  
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大学院入学試験問題用紙 
2023 年度 2 期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

生物化学 ④分析化学 
食品安全健康学 専攻 

博士前期 課程 
  

Ⅳ．次の問いに答えなさい。なお、原子量 H=1.0, C=12, O=16, Na=23, Cl=35.5 とせよ。 
問１ 0.01mol/L の塩酸が 25.0ｍL ある。ここに、0.01mol./L の水酸化ナトリウム水溶液を 24.9ｍL 添加した。次の問いに答えな

さい。 
①この水酸化ナトリウム水溶液の pH を求めなさい。なお、Kw＝1.00×10-14(mol/L)2とする。 
②水酸化ナトリウム水溶液を添加する前の塩酸のｐH を求めなさい。 
③水酸化ナトリウム水溶液を添加した後の水溶液のｐH を求めなさい。なお、49.9ｍL は 50ｍL としてよい。なお、log102=0.30 と

しなさい。 
 
問２ 平衡定数 K と電離定数 Ka の違いについて、酢酸を例にして説明しなさい。 
 
問３ エタノール（密度 0.79g/㎝ 3）の 70％(w/v)水溶液を作製した。 
①天秤を使用しない、70％(w/v)水溶液 100mL の作製法を説明しなさい。 
②70％(w/v)水溶液の％(v/v)を求めなさい。 
③70％(w/v)水溶液のモル濃度を求めなさい。 
 
【解答欄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 


















